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文化財愛護シンボルマーク
文化財愛護シンボルマークは、文化財愛護運動を
全国的に推進するための旗じるしとして、昭和41年
5月に定められたものです。

[休:月曜日 （祝日の場合も）・年末年始]

表紙絵図／尾張名所圖絵より引用し着色
このリーフレットは再生紙を使用しています。
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種　別春日井市の指定・登録文化財

平成16年5月　発行
令和5年3月　改訂

円福寺は、養老７年(723)草

創の縁起をもち、建武２年

(1335)の「雑訴決断所牒」(ざ

っそけつだんしょちょう)にも記

載のある古刹です。観音堂に

安置されている厨子は、本尊の

十一面観音菩薩立像を祀るた

めのもので、1間厨子、入母屋

造、妻入で、木製本瓦葺の屋根

の棟には鯱が置かれていま

す。純粋な禅宗様で造られた

宮殿(くうでん)型厨子で、様

式的には室町時代後期、15世

紀末頃のものと推定されます。

背面がやや切り縮められてい

ますが、それ以外は良好な保

存状態で、当初の建築様式を

知ることができます。
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熊野町3133

国指定
〔重要文化財〕

建造物 室町

嘉暦3年(1328)慈妙上人によって開山され

た医王山薬師寺密蔵院は、天台宗延暦寺末

中本寺格で、僧たちの修行、位を受ける場

として栄えました。全国に700余りの末寺を

有し、寺域には塔頭(たっちゅう)36坊、

3,000人を超える修行学僧がいたといいま

す。多宝塔の構造は、円形の胴体の上に

正方形の屋根をあげ、胴体のまわりに裳階

(もこし)をつけたもので、禅宗様式を取り

入れています。

塔高16.539m／駐車場有備考

神領町1丁目11-4　瑞雲寺

絵画 室町

タテ76㎝×ヨコ31㎝備考

田楽町1716　林昌院

国指定
〔重要文化財〕

絵画 南北朝

高野山真言宗に属し阿遮羅山大定寺と号す

る林昌院の所蔵する本図は、京都醍醐寺

を開山した名僧聖宝(しょうぼう)(諡号を

理源大師という)の肖像画で、右手に五鈷

杵(ごこしょ)を持ち、牀(しょう)の上に座っ

ている姿を描いたものです。旧裱背の墨書

銘「開山尊師御影教阿弥筆醍醐山釈迦

院什物」から醍醐寺にあった画像を基に

描かれ、現裱背の墨書からは応永25年

(1418)に修理されたものと考えられています。

タテ131㎝×ヨコ115㎝備考

熊野町3133　密蔵院

国指定
〔重要文化財〕

彫刻 平安

薬師如来は人間の病苦を癒し、内面の苦

悩を除くなどありがたい仏として信仰され

ています。本像は、頭体部を一体の材で造

り前後に割る割矧造(わりはぎづくり)で、

表面は素地のまま仕上げられています。顔

は丸くふっくらとし、衣文の彫りは浅く、左

手には薬壺を執り、右手は施無畏印(せむ

いいん)を結ぶ立像で、密蔵院本尊として祀

られ、秘仏とされています。

像高97㎝備考

　 内々神社社殿（3棟）附棟札11枚

内津町24

建造物県指定 江戸

内々神社は、平安時代前

期に編さんされた「延喜

式神名帳」に記載されて

いる神社です。主祭神は

尾張氏の建稲種命(たけ

いなだねのみこと)で、こ

れに日本武尊、宮簀姫命

(みやずひめのみこと)を

配しています。社殿の建

て方は、本殿と拝殿を中

間の幣殿で連結したいわ

ゆる「権現造」で、江戸

後期の名工立川一族によ

って文化年間(1804-1817)

に建立されたものです。

建築様式、彫刻の美など

近世神社社殿を代表する

建築物です。

権現造／駐車場有備考

　 行者寺行者堂

宮町字宮町135

建造物市指定 江戸

大峯山行者寺行者堂は、

江戸時代中期頃、大和大

峯山参りの信者が多く、

安永5年(1776)に宮町の

名倉藤蔵らが役(えん)の

行者の尊像を作り、小堂

を建てたのが始まりとさ

れます。現在の堂は、寛

政12年(1800)に再建され

たもので、その後幾度か

の改修を重ね現在に至っ

ています。構造は方三

間、入母屋造、一間の向

拝付、桟瓦(さんがわら)

葺きで、江戸後期のこの

地方における寺院建築の

一範例となる建築物で

す。

方三間、入母屋造備考

二子町2丁目11-5、6　二子山公園内

史跡国指定 古墳

二子山古墳は、墳長94m、

盾形の周溝を含む全長

116mの前方後円墳で、6

世紀前葉の築造と考えら

れています。平成4年の発

掘調査で盾形周溝の外

側に溝が確認され、溝の

内部からは大量の埴輪や

土器(須恵器･土師器)が

出土しました。埴輪や須

恵器は、東山町地内に現

存する「下原古窯跡群」か

ら供給されたと推定され、

その一部は中央公民館内

の「民俗考古展示室」や

二子山公園内の「ハニワ

の館」に展示されていま

す。

墳長94m／駐車場有備考

県指定

熊野町3133　密蔵院

絵画 鎌倉

本図は、弥勒菩薩が天空の兜率天に居る情

景を描いた兜率天曼荼羅で、重層の楼門の

両側に朱塗りの廻廊が伸び、門の奥には群

青色の宝池が広がっています。中央には天

人･天女に囲まれた弥勒菩薩が六角台座の

上の蓮華座に座し、その背後に宝樹が描か

れ、図上部には宝塔が立ち、塔内には五輪

塔が安置されています。彩色も朱、群青、緑

青、金泥等を用いた華やかな作品です。

タテ152.3㎝×ヨコ42.7㎝備考

県指定

熊野町3133　密蔵院

彫刻 平安

十一面観音というのは変化観音の一つで、

本像は密蔵院末寺の熱田神宮寺の如法院

に伝来し、明治初期の神仏分離によって密

蔵院に移されたといわれます。檜または榧

(かや)と思われる針葉樹の一木造で、左手

に華瓶(けびょう)を執り、右手を垂下し、右

膝をゆるめて立っています。頭体部は奥行

きのある造りで、渦文を交えた翻波式衣文

(ほんばしきえもん)の表現など、平安時代

前期のこの地方を代表する遺例です。

像高190㎝備考

県指定

　 尻冷し地蔵

大泉寺町443-115　退休寺

有形民俗 江戸

地蔵には正保4年(1647)と刻まれており、

市内で最も古いと思われる石の地蔵で、高

さは約1.6mあります。かつては台座の下か

ら清水が湧き、地蔵の足元を濡らしていた

ことからこの名があります。この地蔵は、

敵に追われた手負いの武士が清水で傷口

を洗い、喉をうるおしていたところ、追手に

発見され討たれてしまい、その霊を慰めるた

め、清水の上に建てられたと伝えられてい

ます。

高1.6m、幅0.7m／駐車場有備考

市指定

牛山町431

史跡 江戸

御嶽山を開いた覚明は、享保4年(1719)牛

山で生まれました。長じて修験者となり、

四国の霊場を巡拝中に高知県の山中で法

力を得て、覚明の名と鉦鈷石を授かりまし

た。その後、「信濃国の御嶽山を開け」と

の御神告を受け、参道の開さくに着手し、

苦難の末、天明5年(1785)にようやく大願

を成就しました。山嶽仏教の復興者とし

て、大きな貢献をした覚明の誕生地には、

覚明霊神像や産湯の井戸などがあり、その

面影が偲ばれます。

駐車場有備考

市指定

熊野町3133　密蔵院

絵画 鎌倉～南北朝

タテ89.5㎝×ヨコ55.3㎝備考

県指定

　 絹本著色千手観音菩薩像

熊野町3133　密蔵院

絵画 鎌倉

千手観音菩薩は、正式には千手千眼観自在菩

薩といい、千本の手とそれぞれの手にひとつずつ

ある慈眼によって人々 を救う観音です。本図に

描かれた千手観音は、頭上に更に10面の小さ

な顔があり、合掌している2本の手と様々な持

物(じもつ)を持った40本の手を持つ一般的な

ものですが、千手観音像だけを単独で描くもの

は少なく、画面いっぱいに伸び伸びと描かれ

ており、金泥や彩色を用いた優美で力強い画

像です。鎌倉時代後期の作品と考えられ、江

戸時代に修復した記録が残っています。

タテ150.5㎝×ヨコ61.4㎝備考

県指定

林島町105　林昌寺

工芸 室町

鐘をつるす竜頭(りゅうず)は双竜形で、鐘身は

緩やかな曲線を下部にのばしてふくらみを持た

せています。中帯はやや下めで撞座(つきざ)(鐘

をならす所)にはクルミ型の弁がつき、４区に４段

４列の乳を配しています。銘文には「熱田宮神

宮寺 延徳元年十月十三日 願主 正阿弥 檀那 

浅井備中道慶庵主 大工 藤右衛門尉　同刑部

大夫 同彦右衛門尉」と書かれており、もとは熱

田神宮寺にあったもので、延徳元年(1489)に制

作されたことがわかります。堂 と々した風格を備

え、美術的にも歴史的にも価値ある梵鐘です。

高148.5㎝、口径80.5㎝備考

県指定

熊野町3133　密蔵院

工芸 鎌倉

この六角形の鉄釣灯籠は、高度な鉄の鍛

造(たんぞう)技術によって作られ、火袋の羽

目板に文様と銘文を透彫りしています。両

扉には「寶治三年」「貮月上旬」の籠字銘を

透かしており、水平をなす笠や鐶台の形と菊

座刻み、笠に比べた火袋の量感の豊かさな

ど、いずれも鎌倉時代の造形の特色とみて

差しつかえなく、銘のとおり宝治3年(1249)

に製作、調進されたものと判断されます。

紀年銘をもち鎌倉時代半ばまで遡る鉄釣

灯籠として、全国でも最古級の作例です。

高31cm備考

県指定

松河戸町5丁目9-3　道風記念館

書跡 平安

京都の男山八幡宮に伝来していたので「八

幡切(やわたぎれ)」と呼ばれています。も

とは冊子本で、料紙は中国から輸入された

唐草文様の唐紙です。繊細でしかも筆力

があり、整った書風で、料紙・書風などから

11世紀後半の書であると考えられます。麗

花集は完全な写本が残っていないため、20

葉ほどが伝存する八幡切は国文学史上でも

貴重な資料です。

本紙タテ24.8㎝×ヨコ12.7㎝
開館/午前9時～午後4時30分(有料)
休館日/月曜、年末年始　駐車場有

備考

県指定

　 木造大日如来座像

牛山町322　麟慶寺

彫刻 平安

大日如来は真言密教の本尊で、宇宙を照ら

し万物を育む太陽の化身であり、金剛界

(智)と胎蔵界(理)の２つの世界の中心仏で

もあります。本像は左手の人差指を右手の

拳で握った智拳印(ちけんいん)を結んでい

ることから、金剛界の大日如来で平安時代

後期の作です。一木造の像で、かつては着

色されていました。台座裏に「味岡庄片山

郷三台寺」の銘があり、寺所有の書状に

は、古くは麟慶寺を三台寺と称したという

記述があります。

像高79.5㎝備考

県指定

　 円福寺観音堂厨子

白山町9丁目１

建造物市指定 室町

正面1間(1182㎜)、側面1間(999㎜)備考

　 銅製仁王像(2躯)
熊野町3133　密蔵院

彫刻県指定 鎌倉

仁王は金剛力士とも呼ば

れ、開口の阿形(あぎょ

う)像と閉口の吽形(うん

ぎょう)像の一対で、多く

は守護神として寺門の左

右に立っていますが、本像

は類例の極めて少ない銅

製のミニチュア像です。

両像とも頭頂に髻を結い、

上半身は裸で、下半身に

は裙と腰布を着け、左手

は握り、右手は開いて、

裸足で岩座の上に立って

います。12㎝ほどの像高

にもかかわらず、隆々

とした筋骨や裳も丁寧に

表現されています。

阿形像14.7㎝、吽形像15.0㎝(総高・台座共)備考

大泉寺町971　退休寺

有形民俗市指定 江戸

退休寺開基の小野沢五郎

兵衛(又五郎吉清)が、ど

んな日照りにも水枯れし

ない井戸を掘り、水不足

に悩む村人や下街道を往

来する旅人を助けたと伝

えられる井戸です。井戸

枠には「施主生国□□ 

小野沢又五郎吉清 南無

阿弥陀佛　慶安五壬辰

年(1652)二月四日」と刻

まれています。井戸は年中

干上がることなく、村人や

旅人の救いとなり、いつ

しか「諸人助けの井戸」と

呼ばれるようになりまし

た。

タテ0.9m×ヨコ0.9m×高0.6m備考

白山町9丁目1

彫刻市指定 室町

円福寺の守護神として仁

王門に安置される仁王像

は、鎌倉時代的な写実性

を留める作品です。構造

は檜材の寄木造で体の主

要部分は前・中・後の3材

でつなぎ、前後2材でつな

ぐ頭部をさし首として入れ

ています。漆下地に彩色を

施したものでしたが、剥落

のため古色で補修されてい

ます。像には内刳(うちぐ

り)を施し、眼には水晶(現

在はガラス製)がはめ込ま

れています。頭部内刳面に

永正7年(1510)の造立銘が

あり、室町時代の基準作と

して貴重な像です。

阿形像高268㎝、吽形像高265㎝／駐車場有備考

東山町2336-1、3 及び 2337

史跡市指定 古墳

東山町の丘陵地帯に所在

する古墳時代を中心とす

る須恵器の焼成窯です。

須恵器とともに埴輪が焼

かれ、全国的にもめずら

しい須恵質の埴輪が作ら

れました。発掘調査によ

り11基の窯と灰原が確認

されましたが、現在は5基

の窯が現地保存されてい

ます。特に3号窯は保存

状態がよく、焚口付近か

ら煙道までと天井の一部

が残っており、天井の断

面や壁面に粘土を貼りつ

けて補修した痕跡も確認

されています。

見学は文化財課へ事前の申込が必要備考

内津町24、25-2

名勝県指定 南北朝・江戸

廻遊式林泉型の庭園は、

社伝によると南北朝時代

の名僧夢窓疎石(1275-

1351)の作と伝えられてい

ますが、石組等の様式か

ら江戸時代に作庭された

との見解もあります。少し

の平地と裏山の急斜面を

利用して南北に造られ、自

然の岩を巧みに取り入れ、

その背後には高くそびえる

天狗岩が影向石(神仏が

来臨して一時姿を現す石)

をなしています。その下に

掘られた丸池には出島・中

島が設けられ、石組や庭

樹が山の斜面や池畔を美

しく飾っています。

駐車場有備考

玉野町字東谷1664-1 他

建造物国登録 明治

旧中央線（現ＪＲ東海・中央本

線）は名古屋と美濃・信州を結

ぶ路線で、明治33年(1900)に

名古屋－多治見間が開業し、明

治42年(1909)に全通しました

が、昭和41年(1966)庄内川沿

いに建設された定光寺－古虎渓

間は複線電化により新線に切

り替わり、廃線になりました。

玉野第三隧道は、定光寺駅から

多治見方面へ約400ｍの地点に

あり、断面形状は馬蹄形で、内

部には待避所、側壁には腕木

信号操作ワイヤー掛け金具が残

り、道床には最大で約90㎝の

残土が盛られています。坑門及

び内壁に補修の跡が見られず、

建設時の原形を保っています。

煉瓦造、延長76m、幅員4.6m備考

小木田町

無形民俗県指定 明治

棒の手は、棒や刀(木刀)を

使う武術的な民俗芸能

で、尾張と三河の旧国境に

多くの流派が伝承されてい

ます。小木田の棒の手は、

八幡太郎源義家を流祖と

し、源氏天流の棒の手復興

に努力した河野萬三郎義

次、加藤平輔義平などが

明治21年(1888）9月23日

に相伝目録3巻及び免状1

巻を小木田神社に奉納し

たことにはじまります。小

木田町源氏天流関田棒の

手保存会では、毎年、地域

の氏神である小木田神社

と貴船神社、名古屋市にあ

る熱田神宮の祭礼に棒の

手を奉納しています。

小木田神社･貴船神社祭礼は、10月第2日曜日
熱田神宮祭礼は、5月9日、6月5日、11月1日

備考

二子町2丁目11-3、11-2

史跡県指定 古墳

味美地区には、二子山古墳を

始め、白山神社古墳、春日山

古墳の3基の前方後円墳のほ

か、円墳の御旅所古墳や滅

失した白山藪古墳(名古屋市

北区)などを含め、古墳時代

前期から後期にかけて古墳

群が形成されています。白山

神社古墳の墳丘上には、その

名のとおり白山神社が、御

旅所古墳の墳丘上には祠が

あり、両古墳ともに墳丘上を

巡る埴輪列が確認されてい

ます。両古墳の年代は、5世

紀末から6世紀初頭とされ、

出土した埴輪の特徴から白

山神社古墳⇒御旅所古墳の

順に築造されたと推定されま

す。

白山神社古墳 墳長84m
御旅所古墳 直径31m／駐車場有

備考

松河戸町5丁目9-1

史跡 -

道風は平安時代の書の名人で、藤原佐理、

藤原行成と共に三跡(さんせき)と呼ばれて

います。道風公園内には誕生伝説地を示す

「小野朝臣遺跡碑」が建てられています。

また、昭和56年書聖小野道風の偉業をたた

え、全国的にも数少ない書専門の美術館

「道風記念館」が道風公園の隣に開館しま

した。道風筆と伝えられる書を中心に平安･

鎌倉時代の古筆から近現代書家の作品ま

で、約2,900点を収蔵しています。

駐車場有備考

県指定

廻間町1102-1

天然記念物 -

シデコブシはモクレン科に属する落葉小高

木で、花は3月下旬から4月上旬に開葉に先

立って咲き、白色または桃紅色で芳香があ

ります。日本固有の遺存種で、主に東海3

県(愛知、岐阜、三重)の限られた地域にの

み自生する貴重な植物です。市内では、玉

野町、木附町、西尾町の一部に見ることが

できますが、なかでも築水池周辺の指定地

は250株以上が群生する市内最大の自生地

です。

駐車場有備考

市指定

臨済宗妙心寺派の中本山格である瑞雲寺

に伝わる寺宝の一つです。有髪の童子が蒲

を身にまとい、経冊を手にして立っている姿

を描いています。図上部には「面童子の如

く、髪雲の如し。草を編んで衣と為し、線

路匀し。膊(はく)を袒(はだぬい)で経を持

つに、此の意を知る。果して然り、文質自ず

から彬々たり。」(原文は漢文)の賛文があ

り、永楽4年(1406)3月日天童山希顔(きが

ん)拝賛と記されています。

本図は、中国隋時代の天台宗の開祖天台大

師智顗(ちぎ)の肖像画で、頭頂に禅鎮(ぜ

んちん)が描かれた頭巾を被り、腹前で定

印を結び、背付きの牀座(しょうざ)の上に結

跏趺坐(けっかふざ)する姿が描かれていま

す。天台大師像で本図のように正面向きの

ものは少なく、装飾性に富み彩色も多様

で、細部も丁寧に仕上げられており、天台大

師像の貴重な作例といえます。

　 絹本著色聖宝像

13

　 小木田の棒の手

　 下街道の古井戸

　 下原古窯跡群86

密蔵院多宝塔
（附棟札5枚）

1

2

6

8

9 29

　 木造薬師如来立像28

14

　 絹本著色天台大師像13

　 絹本著色兜率天曼荼羅12

⑨ 紙本墨画縄衣文殊画像10

麗花集断簡(八幡切)
つとめてまへの

64

鉄釣灯籠 宝治三年銘53

　 梵鐘51

　 円福寺仁王(2躯)35

　 木造十一面観音立像31

30 78

79

83

　 二子山古墳86

　 小野道風誕生伝説地87

　 白山神社古墳／御旅所古墳88

　 覚明霊神誕生地90

95

　 内々神社庭園96

　 築水池のシデコブシ自生地97

　 旧中央線玉野第三隧道98

上田楽町

無形民俗市指定 江戸

流鏑馬(やぶさめ)とは、走る

馬に乗って矢で的を射るもの

で、平安時代末期から鎌倉

時代にかけて盛んに行われ

ました。上田楽(かみたらが)

町にある伊多波刀神社は、

付近17ヶ村の総鎮守(そうち

んじゅ)として信仰を集めた神

社で、秋祭には古式にのっと

った流鏑馬神事が行われて

いました。明治時代になると

流鏑馬は衰えて、次第に行

われなくなってしまい、甲冑

(かっちゅう)を着けた武者の

行進や射的が行われていま

したが、令和元年からは武者

が馬を走らせながら的を射る

甲冑騎乗流鏑馬が復興され

ました。

祭礼は10月第2月曜日備考

伊多波刀神社奉納流鏑馬84

1 1 6 3 11

1 5 13 19

1 3 19 23

3 10 13

1 9 10

4 4

5 5

1 2 3

1 2 7 10

1 1

1 1

4 17 76 3 100


